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1. 土i!i民計凶10役割

, 1 よー 1 富十崎の窓謁

1 -1-1 計画における 3 つの総合{~

箭聞は総合イじの技術である

フィジカルプランとしτの地区計凶においては少くとも次の 5 つの総合イじが行われなけ

ムればならない。

(l) 物的計間以外の計聞との総合化

物理計i甜以外の社会計四E‘経営計聞による前提と、テエツクなしには架.空計i河とな D 、

現代社会に適合しない。これらの物的計l苅以外C計図との関係による法適鮮として探索­

され，る t必~カ2ある。

(初・物的言十簡に内包される計両の総合ft

物的計闘においても、交通施設計尚、硲築物 iîtùJij 、公国緑地計師、供給処理施設計筒、

.アクセサ IJ 一、，;;r.トリートフマ z チヤーなどの附属物計函等がるる c これらをさらに細

分イ己すれば、その内容は複雑多岐にわたるが、これら物的組設が、その肢体、質、配置、!

"色彩等K おいて段も合目的旬に配備さ叫ることが必裂である。

{3fて・俄略的プ・ロ・セスにおけゐ総合it'

地区計何の次元では、各主体1mの利容が説雑であるとともによこれが実際に定着する

括合Cプロセ Ã も複雑で、単純に階段的に計l布。定Jt? をみるわけで!はなく、たえず各袈

携がフィードパックを行ないつつ回定位してゆくものである。したが勺てそれ. e, 0')総体

を戦略的ににらみつつ、最適経路を探索してゆく必裂がある e

-これらのるつの総合fじをよ也出計 l凪について示せば次節以下 (1-12.....1-1 ・-4 )。

とお b である。

1-1-2 :1也 [g ;i'十店lij における鰐 1 の綜合化

一社会・経営計u可と物的計四の 5 副総合信一

1 地区計問。進行~程の概略は銘 1 閣のとお D である。 !i'命的言l-阿として白地区言t向はたえ

ず社会計u町、経営計ll)ij との三ffJ f躍進のナエツク心中でさまってくる。

端的にいえば、社会計jiljl は J也はとい.う~?: (�':) ~l-l 味の Slïiìil であ D 、物的計l\fil は容器自体であ

.v ~経営計[iflj とはこれらを可能にする鴻釘;岱の ~itl向である。

L 社会計尚は.il立72 、計Îi，克をたてる公共如l到の立場から計l刊さ件、 ~i_~ 営・ ~nútirは、地[主計開の

部分を犯当する民間側によってすi-lflÜ されることが多いが、しかし j創的j.仰といえども池;乏の

IJ活発には単純に狭い採釘・也のみでなく、太さないみの社会怯むよ 'IC.!f. つ ζ. とも多く、 25 た

泣に公持計lv!i t いえど也、採3平也を企〈以外誕ずることはなく、公共計闘な 9 cD採算也が

今後は蕊損されてくる。

-91,-



. 

.第 1 図計画遂行概念図.

!麝 . t~' .({)Uコ
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実施体 flilJ ({) û{g 立

「一五 分
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「叫白川五司

言十

討 itÍÍl ({)三角出品誌にめって、よ也込 ;H ，ihi よ D 広い市域 e:> ;HWQ 、地万の計IÙij にあっては、計向

。::iil凶が広くなるにつれて、社会計 11;日、 s ゐいはー[mの椛営 ';'r !ïí1li と考えられる図。経済計

U引が、物的 ií-r !1m を 3 めてゆく i瓜が~~!く、物的 11ru1jj は手段でるることがy い。

しかし 1 仰の槌鈍物ゃ、 1 U沼の胤訟になると、むしろ物的 i汁Ìl~i が先行し、この凶係から

経営計l苅が考えられ、社会計耐にあてはめ τゆくという逝りタースがj:;ぃ。
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また広域の計前iから、 j鼠次狭い計胎ii v:;> 闘には互に限定を与え、 大会なものから小さなも

のがS まる一方、小さなものが大きなものを制限しデエツタずることもある。
地区計同は丁段、 この三面の計闘がぷフンλ した必た D で、とくに新しいプランナーを

必裂とする分野である。その凶係・を示せば第 2 図でる D 、また高松駅前計尚の:英例による
三国計lilll を示せば第 5 図むとお D でめる e

ー第 2 図
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高松駅前計画における三面構造の実例
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1-1-3. 地区計i刊における第 20綜合i~

一物的総合計同一

第 20綜合fじでめる物的計聞の綜合佑は故も早くその綜合イ己が決翠されたとこるで高 b

こふでは詳述しない。

すでに 11掴の槌築物の設計においても、プラ Y、デザイ y、構造、設備、造問、アクセ

サリ一等の総合{己が行なねれている。

地区計画が一個の主体でおこなわれる場合は、 H~築よ D もーそう結閣は広いが、延築設

L 計において行なわれる総合1~j極秘に似ている。

ただ範囲が広く大さいだけに、間別設計以前に計何段階。必長也が強い。また通常は地区

J 百十悶Ij .v実行は他主体によることが多いから、それ，らな線合化してゆく、プロデsーす一、

・あるいはコーデイネーターによる計iiffi <D必法性が強い。

また物的綜合イじは、技術系とデザイ Y系の両面の綜合イ己も姿若くされるとこるである.

1-1-4 地区計i珂における局私の綜合イ己
一戦略プロセスにおける総合佑ー

物を作る過程において「計陥J = ~物的計i溜)とはどのような段階を称するか。「計鹿j

と ;f 倍程J r 企i碍」などはどのような概念の相違があるか・。これらの点については現在。

とこる必ずしも明儲ではないー

こふでは物を作ってゆくうえにおいて、 J 宏ず li!! の中でZl恕されてから、どのような点を

まとめてゆくかの過程を考えてみると、少くともりくり 7 つの決定持議がある。

(l).自探

(2) 内 容何をつくるのか

出j 主体、戦品i訴 訟が、どのような過程で作ってゆくのか、組放をどうするか

(4) 説 、低立大ささ、位問、・柏玄関係

(5i 泣 盆資金i主、民金tf(

(6)" .治体、 色姿、培、色彩等筏党的 'f'iß 1t

l7i夜 術材料、 m造、安全性、泌工万法

どれ，らの 7 つの過程は必ずしも 1 つづっ決定されて、~に移るというわけではない、む

しる併列的に互にl胤 i糸しめいながらさまってゆくもので、その状況を示したのが掠 4 ~Iで

ある。第 4 図において各段階を横断的に切ってみると、持想、企il!U、初恋、計錦、器不設

計、災施設計、施工の 7 段階に分けられ，ゐ@

この段陥の分け万は、まだ多分に抗tw，]的であゐが、いずれにせよその各段階には綜合的

.妥当をもってお D 、とくに fï'(t;也、計凶i の段階は、此も多くの決定説・諜を問時的に合んでい

る。.したがってと.くに「計l百iJといヨ段階が必訟になる。普通、「校総J r 企 l羽」あた D

ー_\J c,_ 
・、目



2吉 4 揺j 計画のおと絶叫掠の段階・チャート
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まではいわゆる 7 イジカ Jν プタ Yナー以外によって担当されることも多いが、「ぽ恕」

「百十IlDi J 以外「説計」段階.r VC 台まれ，ない技術を;挺する新しい専門家が必盗になる~

またi諾 4 凶では充分に示され，ていないが、各決定提訴について、物的計間以外の社会計

師、椛営計ltTii によるチェックの必提位は市JVC述べたとお D である。それらの複雑な~訴の

中からi出血協を特るには、第 4 悶のエうに 4jfi統的な部分・における「企~:f~J r 治:tu r計伊U

を担当する地区計間段階のほかに、これ， & '.?全過程をめやま D なく説1i:ft的に碍く計間が必

設であ.る。

これをえ!!.広計 lIñJ におけるマスタープログラムともいえる.これらをるやま D なく若手くの

を計li.lij の怜略的総合{巳と称することがでさょう。

この!渇係を示したりが沼 5 図であるー

ωではまだ設計業務も先住していない。 (B)で初歩的な設計が包れ、 (0)ではデザインが誕生

ずみ" (D)で計 il!i! が吃品、Û!1)でほ~故主体における複雑な計1前とな D 、 (F) はこ与でいう紋略

的紙tj131・ lii江でめゐ。しだがゥてω以降に sd いては独立した「計;司j :-..)1手門家なしには宥訪

な物的:;UJi. は不可簡になる。

また第 4 閣にあげた各段階のIm~m点を次に記しておく。

(1) 務怒 完全に 1 0 0 %内容を何にするかのアイデア、プランである

(2) 企 郎 内容を何にするかと、これ，な訟がどのように行なうかの i均係が誕点であ

(;:1) ，惜 ・想

(4) , í汁 111il

、"

(5) 誌本i主計

(6) 来1施設計

(7) 1.辺 エ

夕、内?g.fD大略をさめる。

内容の拡やf立ほの IJ~ f糸が i[L点で4攻略的な内務をさめる。

ftぎなに Sl.什ったJ'~体的な内容のが:や{ítû'-t をさめる。l ほ起はこむ段階では

長めて」主体的なものとなる。いわゆるマスター.プアンの設i容でめる。

~{.~と色が託金や、:;えとの l山係において検討さ 1.1， る。

治体は技術的にもこれで可1i~にす為ベく、技術的に安全位、快適也、施

工位などが.g;!fN-èされ，る。

より諸条件を技術的に完成、 12i? させる。
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1 -2  地区計i萌の位設すけ

., -2-1 1也1l.計 p況の特徴

J包 rz.. ~~ti出j (1.)必~;~と、その究~過程.については、 1 -1 においてCべたとお D でる ~c

とくに「計的」という新たな段階が包じ、これの必~也が強調されるのは、地区計弱から

でめる.

(1) n.~~討:諸に比する特徴

持主民地‘it とり.rtl jfZは、年なる i沼 f?? のそれ，のみではない。

1 ー(司 複合事業主体への事混同己分における枇適昨な主?とめる困難をさEずること。

1 -(均 形態~誤・はむしる始めり段何?では 1 つの手段であ D 、社会的、経'為的援件をど

う物話i的な解容につたえるかの錯綜凶係をとくことに誕点があること e

1 -(C) ょ位計百j(/.)解答であると向時に内容なつくってゆく操作をともなう ζ と a

1 一拘 多鉱主体尚の凶!P，;と矛盾した利容 l却係を調弦し、戦略プロ.グラムのうえで実現

してゆく'必訟があること。

1 -(吟 立十 iífii :;.~~ユ! '1j 疋めの 1Ji しい反対1.:IJ説な 1，;む払m~ (/.)組依{巴を.行なう ζ と。

(2) 都mまたはii~Jj~!; φ広b~;汁:l1f! VC対する特徴

2 ー(a) 多滋主体的利符制5誌のょに立つとしても、都市閥党のよからは、一つの事詩単

{立としての.具体的:J~hmlïL位であること.

2 ，一(拘切 したんμ1 勺て;刈!汚Zμ弘，バ..>i

〆ぺ勾， ，4f匂~ tνメバ .JJafF九1.行'! ~ケ. ;火:ら J々Jυないyι. ，以必 Jρ..υ.上k山，;j句i己;$は，之t 』Eぷ';~'九F古::.市￠ゐ， J指?苛?:仇;九1説と江ユ丈.: ~厄ぢy刀;して品t体本的 bい、みをも

λ三 fニ-( I.r.. ゐこと‘'

2 ー(C) J:也弘~;l" Itl li は、地はの firli jJ lj的条件に支配され，やすく、どヨしでもクイジ t; ルな面

からのアプローチが必決になること。

1 -2-3  .地比計li況の諸相

地J主計1iJj]は地[主設 iけではない.・したがってそれが絵に-i!!:かれた状態でめっても、主体、

資金枠、ミ予が決定したものではなく、むしるこれらを決定づけてゆえ手段としてのいみが

つよいのでるる。

地l込tìh:n には次の諸ねがめる a

(1) 計附を尖説レてゆくため.の段階における諸保件の綜合的判断。手段と、計i可 C2足現を

指巡するための手段としての計illjj

1 一例 アイデイア・プクン

冒計[i!fJの段階ナヤードでいう先，也、行恕の段階で、 j診体的・には緩めてジクな段i智

. . 
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さらにつっこんだ計嗣の必訟也認識の手。企阻む段階であ D 、戦略的な布石や、

y
 
-Y 

フ、
r

a
ツ

マ
。
.
ロ

な
っ
イ

と
バ

段

企lilii 、は恕、計踊の段階に現れる、選択の余地と弾刀悦をの乙しつつ、手れを

5~ ]jí!iしてゆく話 2~・凶をお b こみ、凶起する主体聞の調鑑をと Þ. つつ笑純機関を誘

1 -(C) 

噂する役割 D を換す。

計 [1司築主誌のための 1 つの綜合調怨された断面を示プとともに、今後 ID.万向づ.けを行う.. • . (2) 

もの 。

2.一例 マ，:;o;jZー・プラン

計i問主体の立図が具体的に明儲他されたときの全体謝野P結呆を示才p

計!克と宍沌に僻してゆくためりすぢ詐さ〈つために用いられるプラ Y

民E;ξ プ=プラム・プラン

超法づく D 、計l高のすおめかた、反対和主子関係者の調抵のしかた、よ位計・前~i

志一同

(3) 

をにらんだ設も苅果的なプ.ログラム0 沿い日

地込計阿の方法論

地区計悶とは、すでにのべた諸民訴なその矛盾、括合した段階で調法しつつ・、一つの目標

にそって、るるいは目棋をえらびだしつつjが車内r~ :fr. 求めてゆく手段であゐ。

1 - 3 

そC話 i均係の全部な示すことは困難であるが、物的計削.自体の中むよ位またはア位計聞と

の民i 係、住怯・計長Iil、社会計 fìlij との目標において、地区百十店lj の作成課程においτ7 イードバツ

タしてゆ.く 0000巡のるらま.しを示して:1';けば次のとお D である。

1 -3 ー 1 地~.計日Ij と他の物的計l泊との削除

地区計iflii が有効に行な口才1.るためには、社会計 11m 、経営百十曲との相互的進行が必!~・であ

-ることはず.でにのべたが、他の物的~HIDÜ との|同 i品におい.ても次のような円滑なフィードパ

ツクが必此であ.る。

地14を包併するよ D 広いr也 i丘、地域、 rfi j，誕の JI・iI市との l均:iilij
 

.,‘ 
(
 

よ認のよ位 .JnffJ <D中において、対象となる Y也ß.の目探と、よ也~計l閣の方向ずけ

よ位計刊において、幹線交lill 計 R[ij 、都市ぬ設計・lÙ.n等、広い地域にわRって言十回

さ/.1.，ざゐをえない4JE;況が牙tifí なく決定ずけられていること e

当訟・ょ出↓主v)dl1 Jë によゐ"'J/]呆または反作用等が、よ位計聞において充分liX略的に

1 ー(司

が行なわれ，ていゐこと。

1 ー(b)

1 ー(C)

苦手イtfii され，ていること。

当該地~.mu国が、 i泣によ位計liljl.の不J~ {í~分およびi怪ほの矛盾点についての追加
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-修正の IJ9 係・が確保されているどと.

計i団地込:VCI憐践し、 また.は最多号訴をおよぽす純白の地区( OO :i阜地iるという)と当該地区(2) 

計固との凶述

関連地l込への開発効来の波及をどうとらえてゆくかの評低を行なってゆくこと o'

凶誕地区1 り j")祖先を戦略的にどの‘ようにすふめるか・、よ位計 lf泊([)例と、凶連地区

2 ー(a)"

の具体的な内状を合めて考・臨しておくこと。

凶辺地区の言t ìfITi が併行的に進行している場合は、必認に応じ、とくに密接な関，

2一(均

'"2"-"(c) 

速の部分についての相互テエツグが行なわれること。

(::11 地邑内の個別施設とのI>Uぽz

・ 3 ・ー(勾 地区内で、-とくに保存すベ‘さもの、また.は新たな泣泣がさまっているものがる

ると達、これらの具体的制3琶を充分に考闘しておぐベさこと e

個別施設についてのデザイ Yポリ ν ーがあるときには、これの関避を考慮する

これ，がないと迭は地区的脳設のデザインポリグーを考 lむすべさこと。

地区のラ Y ドスタープーと、地区内の個別刷設の説位 ([)I周辺をよみこんでおくこ

3-(均

・』三カ、、

るー(C)

と。

地区計i刊と物的計ÏlTij以外の i対;~

この点についてはすでにふれたところでめるが、

{:-3-2 

とくにllJ:点を示せば次りとお D である。

これ，([)災現可能工也 i主に居住、.またはこれを引用すべさ人または機凶の内容と、

.なための手段をとっておくこと。

社会計I@ と凶辿

. :.'"1 ー(司

‘aa-­s‘. 
i
 

地 l止から退去する住民または椴i却についての議後措法をとっておくべきこと。

よタ広い立if初、ら汚え

ギー(均

除後地 l三との b地主IIで!:t:.ずゐ{!交差、芳)"(Jに対する措ぼを、1 ー(C)

ておくべさ ζ と。

よ也 L主計 t[Jii と災訓中にと.t~じてくる社会 II"U;坦についての手段をほじておくこと e

地!ふ ~ìr jilll í[)市域合Ý，，-への綜合的社会~):!-iとをと有効陀 Jl:: 1ír.してゆく手段を悦じてお

: 1 ':"""':(�) 

1 ー(吋

くこと。

経営計 (iiÚ との l必1 )出

よ也12:"，J ﾍ�li11 vC JH いゐベさ虫食，と 42災f正体についての巧・えをたてておくこと。

jl~ !~ ;i-j-iliij :;.~ ~~1.伎の王li常去作と、そのI;;1. ;(~的採n~~i~を検討しておくべさこと e

地区 Hi'(liil についての純抗的効扶と、その幼来吸収についてのルール、 5E主主負組

2 ー(均

~" 2'ー(吟

(2) 

2 ー(a)

のかーJνせ;をほ江じておくべ在こと。

組段、法制j との IJ~ (.,ý. 

よ也{丘計 iirli ~C pfí鼠ならしめるほ的椛iなの乎J文な定めること。

ー104-

5 ー(a)

(3J 



5 ー(切 地区計問実現のた訟に利容関係者。調3琶を計るべき新たな組紙。編成を行なう

ベ Zきこと。

5 ー(C) 計 l却を戦略的プログラムにそって笑行できるマホージ Yグボードを確立すべき.

こと。

1-':"3-3 地区計同i Sr.設さにおける災例

-i~~ 松駅前地区計百\1一

地区計1]況のす L め方についてはょにのべたとおタであ忌。これらの綜合的関題。中JD評

価と判断と調誌、」主体fじの中・で法適時を選択してゆくのが地区計i認である。

これらの全部の凶述を示すことはこ与では困難であるが、そむ概略。実例を高松駅前計

闘について示しておく。(錦 6 図)

2. 駅前地区計 Illij の ;t~論

2-1 駅前地込計削の同組点

2 -1-1 駅前 11'J kl1の研究

こ:れまでの駅前地也の問題の研究陀は、駅舎自体と、広場との 2 つに分けられ，る。訳合

自体は一応除外すると、広場については、大体次(7) 6 つの 1m婦が研究されて tきている。

(i) .広場の而.fJi・

(2) 広場。利用別出店

{3J 広場。j協体

(4) パスぷトップの RfiÞ~占

(5i 広場と街路の|斜路

(6) 広場の政府fdJl 

2-1-;-2 駅前地[主の今後の IIJJ!b1 

これまでの研究は、去として駅前広場を中心に研究されてきたが偽駅前地区についての

忍論的研究には乏しい。

今訟はJみにJ沢市j を広場として考えるのではな〈、 1 つのよ也ほとして考える必泌がある。

災路、広場む中にあった慨ぬもよ D 広いi以前J'li!. 1説。中に ~ÿ助している例も多い。

:ùjíi守に広J訪日体、、このような以前北l及。中におけろ広j;l:~cDいみを改めて巧・えなおすと

とも胆T、新しい俄簡を決以される広場自体ばついてもあらためて研究しなおしてみる必~

が￡ゐ'C

その五決なHil~ßl，試合列挙すれば次のとおタでおゐ。.

(1) 説代 rJ.) ~IS Tt� f店主ïからみた!!Rf~íJjlll(~ lI\l叫

1 一例 都市の中。以前地区.の役WU 9 <T.> ~1じをどう巧之るのか

-�05-



第 6 図 高松駅前広場控備計潤作浜行程テヤート
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1 ー(b) 広場、駅舎を離れて、駅前地区はどの潟明まで考えてゆくべきか。

1 ー(C) 広場の面法算定は、毛ータリゼーシヨンによる治対まの増大にどう対応するかa

ﾎ -(�) 京武官誌をどのよう i...訳 1:115誌の中;二l'iè.分すべさか=

1 -'(e) 訳前地区は都市硫1~患のうち、どれ，だけのものを吸引できるのか。

(2) 駅前広場計閣の問題

2 ー(a) 駅前機能の変化は広場の悦成上じに変化をおよぼすか。

2 ー(め 広場は訟のために存在し、その交益負担をどう考えるか。

2 ーやj 広場の有効利用をどう考えてゆくか e

2-2 駅前地区計l国に I却する若干の分析

ょの問題点在こ与で全市検討しつくすわけには‘少かないが、そのうちむ干の分析の ì)i，lj ~lとは・

次のとお D でるる。

2-2-1 訳}沼地区の比武増加

~ffi欽定期乗車入品は昭和 1 5 年比年間短 1. 0 1 6 百万.人から 3 9 年には 4， 43 4 百万人

と約 4.4 倍 K!'百 JJn した。国民一人当年WJ~;招来五回以でみても第 7 図のとお D 同年閣に

ﾎ 4.回/人年から 4S 回/人年以ょに明ぶl したL

これ・介手i:定期索以人員の何年時\J の延べ Ð 6 2 百万人から 1， 9 7 S 百万人の 2.3 倍にくら

べるとその掠設の若しいことポ舟る。

このことは戦後都市の住宅地が泊、~K市の外活部に広が D 、しかも中桜都市のl蕊引刀が

~(! Jj!Jして会たことな物語る。大都市の周辺に新たにベッドタクンが位れたし、また大都市

や唱万中核都市を中心に、その周辺市町村をベ Y ドタクン佑して支配国域記入れる都市の

広域イロが行なわれたことを示す。

この結来、以前地区は、 J科応外米の容を迎える玄関口としてのみではなく、~:~)立駅i誌を

中心に;L!民的拡肢をして εた都市民住者の位活中心的役割を採;し、従来り113街地のj}[心が

訳前万面にひさずられてゆく似向がみられる。したがって商業施設、楽務純誌などが、!故

後jfj~ iì'lf:i'也ばすと中心に立地される傾向が信じてさたのである。

これに )}u えて、 U~í 和 3 0 年以降に、定期外容も{i'm;足 VCÞ~l却してきたので、駅前は都市の

核としてますます強{じされ，ることになった a

2-2-2 駅前 íL，ぬの出Jj)(; 応部

昭和 3 3 年以前広場ぷ計1.'1料な元にしてw行者スペーλ 、 lj{~:li スペース、なおl .Äベース.~.'C

分けで初成比?とみると広:1~tfliifj'~ 釆jJit人民の各去iH~別グルーピングのいずれにも悦格の祁itGは認められー

ない。三角グジソによって 5% さざみの ji~J以上じ刈 j正取分市(山政 2 以下 l.;t. ~~;抗告) :.j: fp ゐと

�;11 Sfti の i且シでるゐ。(サンプル;以!j 6 )これ，によんと江よりの fr''i'J.必 v'，t. ;;:, iitl] (jちに.1 1~+;;j スベ

ースが中心となってお D 、対話i スペースは組めて刊かしか~i'fii保されていないのが分る。
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式78 図 欽看守広場泣成図
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決議期比率の分布高閣は次の泊 D である。

f 歩巡・国体広場

(早道パス タクシー駐車スー
完全観スベース

これら 3 つのÿ~・設は広場面設による)内は議頻{立の訣れたぬ・自を示したものである。

~. 

、ー-
相違が認められ，なかったが、本来広場而mの地訟に伴って i-:1J況i七も変わみ答で dうるが、

の点に関する市街認定の手法が今後検討さルるベさであゐ e 特にl::tお;スベースのi及扱いは

自動車保有台訳の増加や駅前地位の先i足段階 t1:対応して、特にH裂であると忍われるが、. ~ ,.. 

全面積に対する草*ìî ・スペースの地本分布を !1~ 3 図と同じ駅前広場についてみると第?図の

如くな D 、全面積に対して 65-70%がピータにな D 、 iiS以の約 26% を占めている。

駅前広場におけるおi罰スペースの占有i圃口氏よる分布図
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最w!スベース、 Jri.!Ii~骨 λ ペースの比耶が減少し、{泣かに歩行者スペースの比率が増加してい

る。

. :lfk鋭不ベー弓の減少はよ也舗のよナl・、土地のお皮利用を計る為の2足利的な:~・3古からであ D 、

早朝1スペースり減少はパーキ Yグ・スペースめ J!I!比外設位等従来の訳広機能り分散{巴にそ

.り原闘があると忠ねれる a

これらは変{じの内容によって・4 つにグルーピ Yグされるお~ 1 ;j埠は歩行者スベース、景観スー

ベースの邦準が地nu しているもので、札幌、熱海等観光也の強い訳である a

第 2 訴は必i;Ì立、団体広場スペースの削加が目立つ中都市駅で、長野、立川等である。

~~~ 3 群は誕』将司ネベースの比率が者るしく増加し美観スペースが減少している駅で、新宿東

口、平塚、逗子会字通勤位の高い況で、 i.1! 4 i洋は特に長銀スペースが増加し、草稿・スベ-~

:が減少している駅で向山、郡山、高松(酌i泊施〉等地方中心都市駅である o その他は改造

前後に余 D 大 gな変他はみられない。

総よじ事愛知は平繭スペースの上~，{~を拙としているのが特徴的である@

2-2-3 以前広場面むとモータリゼージョンについての分好

一駅前広場íÌ別式の幻定はI1n和 2 7 年に行なわれた「駅前広場の設計と賞用負温率に!刻する

研究」 ( :都市計刷協会)による新鋭~!J11.i式によっている。

その前前~Î;í玄武の組本 vc悦印した考え万は次のとおタで、 A. B. 司、'・ D , E. . F. 。

の 7 本の2τ定:だと{;-$"r.r1Yi目指イ巳した込のである。 この式は現~の広場をサンプルとして傾向

{ul 完:~n:í.乏したもの'C: 、 サ Y プJνがそのまふ脱却i になゐかどうかの l出認はるるが、一応この

ま与をとるとすゐ。

こふで~.lt のU.j代で.大谷な挺イじな示したのは 1.L の ii地足立でる D 、 。式は大きな変化を生じ
L ・

;;.つ。 B. D , Ji.:, ~:司

‘, G 3't;はかな P 究定していゐものとみて、次の!出足立は駅前機能の複

総{己多角 f己によって A 武の耳目巴でめゐ。

:新j以山氏でも G 式を掠JH せず、来降客と出入i対立店舗の 2 つを外去三的にとる考えも入れ，

てゐる。
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ゐ込し G 式が鉄道乗降客訟の何1

タググー来

客訟の {I}l びの比で比例的に増加

j互扶新鋭部式i
ぴに対する乗用 I;J.、

するものとずると

昭和 3 0 年~昭和 3 9 年間で

5.2 1 ・ー= 3.1 、 3.1 倍となゐ。

これを昭和 3 0 年~昭和 4 0 年

とみればい x乎=号・ 4 倍と

よ

y

に
和

銅

m
m

割
、
民
て

・
発
い
・

会
用
社
を

• 

.
 

済
・
び
・

V
2

品
川
-

auetw

,at 

-
P

」
門

J

lt-uu

,u 

ょ
・
ら
容

て
さ
旅

み
る

4 0 年か B> 46 年の舜用平の相

対的のびを示すと

2.0+1.3=:1.54 

H白和 5 2 年までの 6 年間も同じ

よじで仰ぴれ，ば

1. 5 4 X 1. 5 4 =2. 3 8 

したがって昭和 3 0 年~昭和二

扶巡乗降

広場和m者訳 出入採算早稲淑

、
最下駐車台j江

•;:....... I :\く
歩道面積 .革辺面積 ィ駐車坊市 fit

l イ///.
I G . 

余締高官i
A戸〆~・

~..;..--〆.---\
広場面 J.-Jl

B 

. -. 

5 2 年(今儀 1 0 年)の・栄出事の欽辺容に対する比の{巾びは

3. 4X・ 2.38=8.2

G 武のみこの衆訟をil1いて修正すればA武はこ与で不 l出として、

・ mí事試は次のとおりになゐ。

新山印式(州民) 修 正 式
?目

i i G1193!0796♂ l 
1記， -_..._-_'¥ 

(.r ~7~000) (x~7~OOO) 
111 I 

i 駅| ω259.>>-\-25.09 ...rX- 0.0 25抑叩ê.Ý~
F(  .r> 7 ~. 0 .0 0(♂>73.000 )‘! 

i l -- ;一一 i 
iiω8 .r+9. 8 5v'X- 1. 9 5 吋-9.85 V'.i-'
i 汽(..rヰ 3~OOO) . (x込 30.000)
|耳1.

ij51651F j5DWF!  
.!lK 
1'" {.r >30.000) ゆる 0.000 ) 

_~ L一一一一一一一-J-一一一一一-J
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これ，によって駅広面積の算定を行なうと次の設のとお D になる。

i武広.岡高ti 訴、定ー

1-{1 平

人民ト一一一一ーァ

:竺泌準土J.

. 

千んι 'Il1.2 唱が m<l m:l. I 
20 12・4GG I15.900!610014040D i 
4 0 4, 8 0 0 3 1. 8 0 0 1 0, 4 0 0 6 1. � 0 0 

60lmojmoo-lt2・800 75.2'00 

o 0 1 O. 6 0 0 6 8, 2 0 0 1 6. 3 0 0 9 ス 500

，_L一一一一一ーム一一一一 ---1 一一一i

これでみても分るとお!) I'C、 毛ータリゼー γ ヨンに対応するためには説行の規準式の

6 ..... 8 倍の面続が必設になるわけである。

実際にこのような i首脳を提供すれば、瓦の洪水と侃してしまう。

現状ではこのような駅前広場をとることはとうてい不可能であるう。とするとこの方

一〆Fーした面積は、笑 i採には駅への耳t利用を逃けて他の大ifi:愉送機関にたよるか、 また

はその超過分だけを駅前広場以外に求めざゐを込ない。

災i捺にはこの 2 つの乎段が同時にとられている。

すなわち地下鉄の栄入れ、 パス路線の強化が前fi?であ D 、パ Jえ...!~ -ーミナル可地下駐刀工.

d品、 タクシーターミナ Jν 、等その他ω.広場のM広外の;州立が自主 221・のお下決である a

したがって尖l訟には訳広が増加しなくてもその技能は訳 i~û広場の立体iじるるいは駅前

地区の中に港透していっている。 ç の点からも駅前を広場だけで考える.のは臨織にな D 、

駅前地邑の出題におさかえられて.くるのでめる。
. 

l 一一一十戸λご-73-一五一一「
~~ m :rl~ 台奴 !来 ji~ 1~1 

来71E人民(年);部以良(年 )1
トー一一一一一与一一一一一一一一一一一一←ー十一一ー一一一一「一一一一一一 1 

i 千台 f-jJj.へ i 百万人 i
S 3 0 1 5 8 7 0 5 3. ﾟ 4 6 

1S35i44Dl161D!5・ 1 23 ' … 3.694 r' 6.6.09 

u L一三L--i-J三一」

39 S 

539 
/s 30 

iミヂト:日本統計年jC2(S.4・ o ) 

-113-



2-2-4 駅前地区と都市機能の分析

(1) 小都市における駅前地邑の吸引刀.

(勾 サンプル都市

人口 1 0 万人以下の比統的独立的な都市。ベッドタウ yは除く。

(b) 者l5 ï百奴

1 1 �l (高山、-彦保、松阪、熱海、ニヒ湖、高出、よ回、丸乱、宇和島、唐津、徳山)一

(C) 廷料

日本都市地関器覧第 3 t蒋(目人・文字土 5.43 )によ D プロント

付)結呆

一3
8

均'
'
個
3
1
 

雌
器
販
制
の
単
ら
向
岡

山r

よ

駅
間

市役所ほ持通既成1H街地の常心部にある。駅

前とは'n:{慌の I河辺は前・い'0

これに比べて銀行は都市-η災訟に応じて勤

きやす，い。.市役所よ D かな.f).，駅前怯が強いこ

とは、駅前地区の吸引刀と、商業、諜J首位の秘fじがうかが込る。

(2) 県庁所在都市における駅前地ほの吸引力.

一ー (a)ω サ，プ/~名古市

大都市に近い術品的都市を除いた以庁所在.地

. .(句者E苛i滋， . 

, ,1 .7市(札幌、・7f様、-出尚、仙台、扶沼、山形、新潟、金沢、.長野.、 l持問、~問問、

広品、徳島、高松、松山、高知、火分)

(cf 資科

日本名IS Ï"ii地幽公~

都道府応庁i!íT:t，E都市杭(人文社、 5.4 1 ) 

的結糸

「ー にすっ-Zコ
|市役所 j 山口協! 548mj 
!以庁 1， 320: 491 

!と二斗 1，三?とJ-18j

Ti7 注目庁、 YiL庁に比して商誌?2刊誌を代

表するとみられ，るデバートは駅前地

[主也がや L おいa

.・

こ与でも磁浜機能の柏対的奴釘怯

の傾向がみられる。

(2) :品庁所径五~m と小都ïl:íの ~J( F.iíJの比悦

(a) サンプル'都市および究科

" . 
"1 ・ 4
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前五己(1) 、 (2) と向じ

(旬結来

この向者・の駅前院をみるのには資料不足であるが、市役所について、・布域面詰( D 

工 D )による補正を行な』って上じ申立してみる。 • ・・

! 県庁所岳部市 i 1520 ! 4750 i o116 1 
L_一一一一一一一一一」一一一一一一一一」一一一一ー一一一一」一一一一一一一一.-J

.. 

相対的には以庁所在都市の万が小:，沼市よ b 駅前也が!出いe これは始めかどb の玖と市

役所の関係位毘にもよるが、いずれにせよ県庁所在都市の場合は駅前と市役所がか.な

タ近接した状況におかれ，ていることを示している。

2-3 都市機訟の中の駅前地区

2-3-1 駅前池込

駅前地 i丞を考えるに当って次のようなものが帯えられ，ゐ

(1) ホーム及び鉄軌道Jr:li説

(2) fj{ dEZh 3 

(3) 駅前広場

(4) 駅前広場に而すゐ地民

(5) 駅前通 D

. '(6) 駅前附近の成る広が j合もつよ也l乏

(7) 都心部と!fX'f.íiJをむすぷI自民

従来以前地区は駅前広場とIfi] 弱肉的にも J百いられてさた直しかしその機能の強化‘. ~l~でf

内における比)lf の増大にともない(íll り広さなもち、 (2) 、(旬、 (4) はその中に内包されると考

えゐベさでるゐ。 (1) は一応除外するが、必~によ.iJ (5) 、 (7) も l均泌泡l主として考える必裂が

るゐ。

2-3-2 ~G{üílJ也 l込の機能

駅前山 I込のもつ俄1i~ と，こ Zしに対応すゐスベースには次のようなもりが.める a

( 1) 掠悦機能 JlL スベー.ス ・ i 北J咋スベーλ

J ILUL 

t 71三千子

-115-



(2) サーピ;;z..機能

合
扱
話
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、
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目

-
7

・P

虐

げ
P
-
d
t
4
.

，

a
n
t

栄
間
接
手
市
北
氾

F
I
-
-
'
I
I
t
-
-
t
l
h
、

:
:
I
f
-
t
e
l
l
-
-
、

ス

ス
一
一
ベ
ベ
ス
ス
出
h
H
M
t

、

H
H
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人

田辺スベース 社会ν
 

タ夕
、
安
ス
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バ
一
品
保

他のそ

(5) 商議機能

j 硯 1.t(他、噴水、芝1! i 花境)

l 笠容
。休・息

待ー合

{器物

i集会
飲食

土1m.品版記

旅行用品版売

!日用品販光

!一般商品販売

l 宿泊
弘~ lj/~ 

ただし訳本来 ~C附属した出改札、使所、洗面などは除いた τ 勿論一般にこの機能り全部

(3) )託銀機能

(-1,) 集合機能

がるるねけではないが、~ス二的陀は多かれ，:少かれこの 5 つの位指を有しているー-

2-3-3. 駅前地l主の俄 f泊2主化

以は段初む段階は通常-市街地の端部又はや h 陥れた位!lt におかれ、 rli1.丘中心部への誌接

記入品は逃け・ゐのが普i血でめるロこ xしは路線の~~入れによって市街地を分析し、または抗

弘、 1~~7ð~Ji による締結などで rii街中心部な混乱せしめゐのな泣けるためであゐし、市街地

中心沼に土地を件がたいためである。

ただし地下鉄など都市r::1jjill ~氏 j江U~代 t'C入って、むしろ恥も中心部の入のよi:i入のはけしい

地点へのIr;(入が計 bれゐことにな夕、したがって収の芯味もかな D 災化して u 、ゐ。

ζ ふでは共lî~的なj坑として、その党肢と械1ig~イじの段階企沿ってみゐ。もちるん、始め

にできた収の位低と都市の凶店主がín・.~でるみ治えこ与ではJ~~ の位此は市何氾の紋辺部 Vこ訴す
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これがもっとも普通の例でるる。る程'[1記とする。

己与で必3Z-な2Lミ5・ Iこ策基~

アジー:さも:三三子・ょと:誌に丸山な ζ でに

第ー段階

交活沼誌としての訳の徒指である索決機槌を 22ーに盗読し、

えてち信号込へやくー:コぷ三一ゐ言誌でお三。パス、

j
 

'
E
a・(
 

. 
、‘. . 

サーピスされ，ゐ。

したがって町のこの段階・は駅はもっぱら都市Im*~送機|見であ D 、定期容は治どない。

第一印象として、以が玄山口としての来す役割は大さく L 公i混在考臨した若年や噴水、

アークードなどがおかれることもあ夕、対観椴.槌も立L説されている。

・ (2) :第二段階

第一段階についで、-来降客:政もましてくると、氏としてサーピλ機能も必翠・になって
・

." ~。駅舎だけで解決つかないときは、JJ;.J品に泊した部分に荷物故いj折、袋内所、売店、

電話ポツグスなどがおかれる ø

話r ミその{也、悶体用の探合場所、休息場所が、駅舎から広場に出てくることも・ぁ'9 、

ヤグなど簡易な商諜施設が4 駅舎内売Jliの惨から駅前の広場前面よ也 I込へでてく乏 d 駅前

旅館もおか;("t，る。

第三段階{芯j

i温効容が柏主主に出てさて、市の災局が、欽i江沿線ぞいにひろがってくる。

この他[乏に Fmtf~、業務の施設が巡出.してぐる。

本来旅客用の商業だけでなく、鉄i江沿線ぞいの住民を考えると駅前立地は有利だからで

この5t ii~rでは駅前は促利がよいので4

ある。

この段階では駅前手Ijm は駅利用者ばか D ではないから、その 52用負担についても問題

が~~じ、 iはも各機能が~tJ綜してくる。駅前 jl~[主は市街地中心と述却を示してくる。駅前

広場は出j.Wが狭くなゐので拡強またはバーキ Y〆の分保などが行なわれる。

t:[.~ I!1ll;X i~tr (4) 

むしろ市街地の中市心災務はますます~~;江部総ぞいに拡大して j沼:加者が多くなると、

こ与に lli iJlj)也.'"1 1心な治すI{{i )f;、 ;t~:品、娯楽などの民訴がJjbIやする。た

だし l;rL誌は S!..JU!条件のよい点を目指してlS蜘ゼE.は高いが、市役所、以庁などは、保守也

がつよく i荷 i与には~切かないし、

;ù はfXîM に ~J~ jJ、

この段i肘では市城をこえて駅伝j の商 1!t1はのびていゐから、

市役所のもつ凶械とはことなってくゐ。

この段階ではiはも投資効来のi13 い以前広場を拡大するだけでは効尽;の政収がでさず不

。合辺なので、地下何時によって幼来を吸収し、 j民合もまた此衆訳などがで主立体的に効

バーキン

41との l此 i誌にの P 1t す。

駅前広場のみに浪i染織íig をおわすのも不合法になるので、パぷターミデノν 、
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グタタ γーターミナルなど分自ië され，てく・ゐ占

駅前地比には殆ど必ず-T バートがEE設さ;(l，ゐ。

'(5). ä-:;;n:Ð. ll皆
"'i l , 

駅前の~~t:j:1に拍耳L をかけて・.、地下3だその仙の交活椛uu が2詩人れてくる・0 ・目この没的では­

P ラツツグな13掠の駅前広場はむしろ消滅し、その出誌は駅前地i主全体の中に港透して

しまう。

-駅前広場の消滅の代.!?:に、倣氏自りに立・体化と、タコの)~のように織 ~ì~の拡大がみられ.

ゐ。

駅前広場は広場の乏しい日本では武却な役割を来したが、込はや ζ れを広場介して草花

.持するととは困難で、むしる本来の布街地中心 Uてプミセントラノレバ・'，- ?を・もつべきである 70

広場の代 D に.駅前地区はよ也よ、地下もくみるわさワたー i悶の合成建造的{じされる a

(Gl 第六段階

モータリゼーγ ョ y に J: 1.1 、もし、道路が飛!2J的にのびれば訳のいみも~ゎゐ b たと

.え存続しても、地下鉄の収式に声機能を主とした市i易なものとして都市の中にとけこん

でゆくことが考えられ，る。

3. 駅前品 lえ計耐の災際

5.41-42 年に行なった以前地見計四üり実際例を 5 つあげておく

(1) 成浜凶内以前見込計回

(2) i古j松駅前地 l丘 n+l[:Ji

(副長島駅前J也 l主計i~Íl (三2LMA).・

「一一一一一一一一一一.，一一~一一一一一一→ーっ一一一一一一一一「
都市人口; 竺栄降人口 ! タ イご l 
i -| 、 千人 i 千人
.臼昭40) (ilt140) 大部市部心収型 l 
i 浜 i
l!1788.9!25.22P!  

昭 40) . I . ( I壬j鉄駅) (附 o) 
r~ .j~ ! 
'-i 243.4 

;ほll(机!~t. ) (B,3 3 ? ) 

1 1. る 30 y)~ rr-I~T {Ë ょ19 t:!コ心 tλ

lj!~ 

4,730 
ーーー一一一一-一一一一一一一一-....--.~一一一一一一一一一一一ー一一戸一一一一一一一一円一一一一」
i (tl゚ 4 0 ) . l (1畠欽胤) (Il/! 3 8 ) . 

ぇ 8.8 1 9.4 州H観光州 ! 
:品近鉄収) (川 8 ) 

,1, 1 1 6.2. . i 
」一一一ー ι ー」・ー一一ー .-:..1 _ ....一時均一一_4_. 一一
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.3 -1 横浜凶内駅前地区計画

(1) 目的

戦災と按収で復興のおくれていた横浜の都心部関内地区民、根岸線.が新設手れ、凶内

駅附近が脚光;をあびだした。

加えて、この附近に地下鉄の新設が計踊され、また高速道路の柴入れ、1ßJ) 1Iの埋立.も

計図されてお D ‘すでに l問内駅北側地区以防災街区による関先話設がす L められている。

この械金に設置されて~た関内駅南'.>，\11$也 i孟の tmJ~ !t這備を行ない切苅の公共投資を::f.Î ;Ç~ . 

に利用しようとするものでるる e

(ZJ 計画

・杭浜市高速鉄道に凶速する都心部再開発都議調査報告書( 5.42..3 磁境開発センタ

・横浜市|珂内.右川町駅周辺地区における凶先について、 (5.41..3 横浜市、住宅公団、

城境開発セ Yター)器照の ζ と.

(3J 計l同のポイント

a )高j!ß icr路下を利用したアーパ;，I':::lネグターによ D 、国鉄、地下鉄、バス、商法パス

の乗換機槌の円滑fじをはかる。

b )アーバンコネクターを人間スペースの自由な拙として、これを介して、商業街、市

街地住居街、文信体育施設、市民セ Yターなどの問先を計る。

c )駅前広場は交通施設としてはできるだけ械括的立体化を計る。別に市民広場を人閣

のスベースとして確保してゆく。

(4) 計同実現ょの陶磁点

この訳は駅前の究段段階で現在はかくれ，ているが、すでに都市機能との凶係ではお.五

段階を拍向している q したがって広場はむしる市民広場とな D 、駅前の政詑也をいかに

高めて向先企有仰にするかがliU凶で、 A:l~ スペースをいかに確保してゆくかが泣必であ

る@

以前計!向はさ当然品心計画になゐ.この計的}ではもう一つ高次元り都市機能イじの計i函を

出起している。

.3-2 商法駅前!UJ. l込計ilffi

(1) 出的

凶国の玄関口といわれながら以前が極めて扶〈、 i出過交j邑としての周辺が訳語I広場的

に利沼され，るる D さまで、駅前と νての機能が充分でなかった。加えて切角訳語iJfC存在

する海域としての玉泌枕和J自におよび、港湾.J:lU l孟の盤仰がおくれていたので、乙の際一
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挙に駅前としての盤仰を行なおうとするものである.

(2) 言十 回

・高松駅前広場指仰計1l1ií iOtJ五縦~':j.g:

(5.41.10. 事よ境協~センター)を参照のこと。

(::I) 計lilil のポイ Y ト

a ').1型巡ょの 111 il高tl民回、パス駐車を減らし、駅前広場を広げ、観光i択としての間伐広嶋

.・，等を含めて、-駅前機能を強 fじする。

b )人草分離を計るための公共地下i立を設け、あわせて不足する広場を半地下部に設け、

これに凶巡した駅前地下街を設ける。

.J  C.)主主!vi城、水l対係を箆・備 L、駅前地区と一体fじした印象深い地区とする。

d )港湾ピル、球'ffiピル、駅前振興ピルなど地区としての設備をあわせ行なう.

・ .J4): 

これまで控怖がおくれ，たが、どうにもならなくなってきた駅前としての γつの離陸湖

に当る。したがって諮問段階の駅前としての地下街、海市撞立等を計画~・含ませている。

んこの計聞は向Jず~ -rJjの再j)i'l jtの第一石であ D 、.こ;，''1，の第一石が、港経備、域周辺部の護

保j得と )?;i 次拡大させてゆく戦略プログラムを 51!.視した。

ー\・こ剖， ~C ともな・い事・~~草~~胞の組織づく，9 を提案した。

i ミー，3. :.・長島駅前地 l式計 i~rl

(1)目的

名古鼠から儲か 2 0 畑、故近jfl泉地として市名になった e ーしかも混来附住宅都市の廷

i没む inllflj され、め H~ !J κ も抗 ~J.~ で、ポスのタ- y 'h 11~1Mtな珂ti河の日泊先がのぞまれている.

(:!l liI' 11111 

?とJ((Jil~ ï.向1$以必公悩似合liU 光;汁 i~1 1Ì ;iJ.1d与を減iE41F(S.AA G.10.ZAE詑凶 -J~ セ Yター)その

iìir出の ~n'HfU であ b 器開のこと。

(~l 'f汁凶のポイ=-'t-

a )訳出j よ也 i主をこのl添 I泊先させるための'.:1'ヨツピングセンターへ、市民セ.ンターなどを

活用する。

b )記長UUl I~. への日n明な輸送加~~，どとしての駅前と、水却にふさおしい武視の保持

(4) fj'hr1iJ:K泌ょの i出叫ぶ

駅前は全く践しい 1;;~1ít で.iZ だ ;~t 2・段IW'i'であふ。そ;(1，だけに広いJ尺前さえあればすむよ

.うなもりだが、一方大都 m名古川を.ひかえ、祈Il~f 代にも fljJ J.l; で・さるためには、お~辺のみ

民たよらず;Ú~手よ白如jjL を中IC: にしたシ訂ツピングJ出 l主を均l~'< してお b 、こ爪味、緩め

て泊・ホトなj以前と、山{'j.この先誕の11苦代とな i仰にらみずゐところに~1r 1~li のむずかしさがある。
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主主 2 図 5・d 前地[支心変誕段階図
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